
６月

避難して集合中の学生の様子

火事を発見してから、周囲への伝達、通
報者、消火器を持ってくるなど、消防隊
員が来るまでにそれぞれが役割を持っ
て行うことができていました。

6月15日・16日、64期生の早期見学実習が行われました。入学して3
か月、専門的な講義が入り、少し学校生活に慣れてきた頃です。

1グループ5～6人の11グループを作り、佐久総合病院、佐久医療セン
ター、小海分院と実習に行ってきました。
グループ内で、リーダー、サブリーダーを決め、その2人が中心に緊
張しながらも、病棟内でスタッフさんに挨拶をして、行動していきます。

1日目は、病棟内、病院内の案内を指導者さんがしてくださいました。

患者様の生活の場になる病室がどうなっているのか見学させていただ
いたり、患者様とお話をさせていただいたり、たくさんの経験をさせてい
ただきました。
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2日間という見学実習ではありましたが、看護の実際を見学させてい

ただき、看護師としてもっとしっかり学習していきたいという思いや、看
護師になりたいという思いが高まっているように感じられました。

1年生は次の早期体験実習が2月になります。それまでは講義の日々

ですが、知識が増え実際に患者様に援助を提供していくようになって
いきます。日々の学習が大切になっていきます。教員・先輩たちに聞き
ながら、看護の道を一緒に歩んでいきましょうね。

2日目は、看護師さんについて、実際の看護の場を見せていただき

ました。午後のカンファレンスでは、学生それぞれが、たくさんのことに
気づき、疑問に思ったことを指導者さんに聞いていました。


